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令和２年度 生活交通確保維持改善計画 

（地域公共交通確保維持事業のうち地域内フィーダー系統関係） 

 

令和元年６月  日 

（名称）蒲郡市地域公共交通会議 

 （代表者名）会長 稲葉 正吉 印 
 

０．生活交通確保維持改善計画の名称 

 蒲郡市地域生活交通確保維持改善計画 

（地域内フィーダー系統確保維持計画） 

１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

（１）蒲郡市における公共交通の取り組み経過 

○蒲郡市の公共交通に関する地域特性 

蒲郡市は三河湾の海岸線に沿って東西に長く、平野を取り巻くように山地が分布してお

り、平野部を走るＪＲ東海道本線、名鉄西尾・蒲郡線を軸として、まとまった市街地が形成

されており、そこへ通じる交通機関として、路線バス、タクシーなどがある。しかし市の北

部、特に山間部には公共交通空白地域が広がっており、この空白地域の早期解消が必要と

なっている。 

国勢調査による平成２２年度の総人口は８２，２４９人で、昭和６０年をピークに減少傾

向に転じ、平成１２年以降はほぼ横ばいの状態で推移している。このうち６５歳以上の老年

人口は２０，１３５人で、平成１２年比で１．３倍、昭和６０年比で２．３倍となってお

り、高齢化率は２４．５％と愛知県内３７市のうち２番目に高い数値となっている。蒲郡市

では、平成２２年度より高齢者割引タクシー制度を開始し、高齢者の足の確保に取り組んで

きているが、高齢化は今後も続くと見込まれ、自由な移動が困難な高齢者が増えることが予

想される。モータリゼーションの進展に伴い、市内の公共交通利用者は減少し、公共交通事

業者の経営が圧迫され、公共交通事業者に任せているだけでは、地域が必要とする公共交通

サービスを確保することが難しくなっており、このため蒲郡市では、交通サービス維持のた

め交通事業者に対し支援を行っているが利用は伸びず、バス路線の廃止、名鉄西尾・蒲郡線

の存続問題と地域の公共交通体系に綻びがでてきている。 

 

○交通計画の策定の必要性とその概要 

総合計画策定のため平成２１年に実施された市民アンケートでは、公共交通の利便性の満

足度が低いという結果がでており、第四次蒲郡市総合計画においてあげられた「子どもや高

齢者らが安心して移動することのできる公共交通体系の確立」、「地域で創り、守り、育て

あげる持続性の高い公共交通体系の形成」を目指し、公共交通体系を一体的に改善すること

を目標とした蒲郡市地域公共交通総合連携計画を平成２６年３月に策定した。地域公共交通

総合連携計画について、事業進捗状況の中間評価を行い、適切に事業推進が行えていたこと

から、事業を継続する形で平成２８年６月に蒲郡市地域公共交通網形成計画を策定した。 

地域公共交通網形成計画では、蒲郡駅北口に設置されている「蒲郡市観光交流センター

（ナビテラス）」での情報発信など観光客等の外部からの来訪者も含めた対策の推進につい

て記載している。こうした、観光、まちづくりとの連携と鉄道を中心とした既存公共交通

ネットワークの維持確保、そして地域と協働した支線バス等の取組みによって、公共交通

ネットワークを形成していく計画となっている。 
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○交通空白地解消のための地域内フィーダー路線の構築・・・形原地区 

 平成２６年３月に策定した「蒲郡市地域公共交通総合連携計画」において、交通空白地解

消のため、「地域協議組織」が設置された地域については、当該組織での協議を通して

フィーダー路線構築を行うこととしていた。これにより、蒲郡市内の「形原地区」におい

て、地域協議組織が設置され、地域主導でのフィーダー路線の事業構築が行われた。 

平成２７年４月２日より「形原地区支線バス」の実証運行が開始され、平成２７年７月よ

り蒲郡市地域公共交通会議での協議を経て、地域内フィーダー系統として位置付け、本格的

に運行を開始した。適時停留所やダイヤの見直しを行い、事業改善を図っている。 

令和２年度は、変更したルートを維持し、昨年度に引き続き継続して運行を行う。 

 

〇東西地区でのフィーダー網の拡充 

 形原地区での事業化を刺激に、蒲郡市内の交通空白問題を抱えていた市東部エリアから、

フィーダー交通の運行に対する住民要望があり、公共交通を検討する住民組織として、平成

３０年８月に「東部地区協議会」が、同１１月に「西部地区協議会」が設置され、事業検討

が開始される。令和元年１０月から東部地区支線バス、令和２年１月から西部地区支線バス

の運行を予定している。 

 

（２）地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

 蒲郡市の交通空白地域となっている「形原地区」「東部地区」「西部地区」において、住

民の新たな公共交通を必要とする要望への対応と、子どもや高齢者らが安心して移動するこ

との出来る公共交通体系の確立を目的として、平成２７年度から導入した「形原地区支線バ

ス（あじさいくるりんバス）」の確保維持および令和元年度から東部地区・西部地区で新た

に導入する支線バスの運行を行う。 

 

２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果 

（１）事業の目標 

○１年間の利用者数による事業目標   令和２年度＝R1/10~R2/9 

年間利用者数 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

形原地区支線バス 5,500 人 5,550 人 5,600 人 

東部地区支線バス 4,750 人 4,850 人 4,950 人 

西部地区支線バス 1,550 人（R2/1~R2/9） 2,150 人 2,250 人 

※蒲郡市地域公共交通網形成計画における、「人口変動率を考慮し現状値以上の利用者数を目指す」

という目標管理に基づき、形原地区・西部地区内人口は減少傾向（H31 年は H30 比で約１％の減

少）、東部地区内人口は維持傾向だが、利用者増を目指す。 

※形原地区人口：形原町・金平町・一色町＝14,872 人（H31.4.1） H30 年度の利用者数 5,393 人 

 東部地区人口：豊岡町・五井町・平田町・三谷北通・水竹町・宮成町＝13,093 人 

・・・形原の 88％  5,393×0.88＝4,746 

 西部地区人口：神ノ郷町・蒲郡町・緑町・旭町・宝町・宮成町＝5,609 人 

・・・形原の 37.7％  5,393×0.377×9/12＝1,525 

＜実績＞ 

 

平成２７年度 

（H27/4～

H28/3） 

平成２８年度 

（H28/4～

H29/3） 

平成２９年度 

（H29/4～

H30/3） 

平成３０年度 

（H30/4～

H31/3） 

令和元年度 

見込 

（H31/4～R2/3） 

利用者数 

（1 便当り） 

3,160 人 

（3.4 人） 

3,927 人 

（4.2 人） 

4,983 人 

（5.4 人） 

5,393 人 

（5.8 人） 
5,450 人 

※運行便数＝1日 6便、154 日運行、年間 924便 

 



 

3 

 

（２）事業の効果 

 広域幹線系統の鉄軌道（名鉄西尾・蒲郡線およびＪＲ東海道本線）と民間路線バスと接続

しネットワークさせることで、効率的な運行体系が実現でき、蒲郡市形原地区および東部地

区、西部地区内の交通空白地が解消できる。 

 加えて、公共交通ネットワーク整備により、自動車に頼らないで、対象地区内外との移動

が可能となり、商業施設、病院、公共施設等の利用、地域活性化策につながる。 

 また、当該フィーダー路線の構築にあたり、地域住民が主体となった「地区公共交通協議

会」が組成されており、利用促進活動においても当該組織が推進することを確認している。

当該住民主体の組織による、事業の周知・利用促進活動など、地域公共交通の維持・活性化

に波及していくことが予想される。 

 

 

３．目標を達成するために行う事業及びその実施主体 

 

事業 実施主体 

形原地区支線バスの運行事業 

東部地区支線バスの運行事業 

西部地区支線バスの運行事業 

蒲郡市 

形原地区公共交通協議会 

東部地区公共交通協議会 

西部地区公共交通協議会 

交通事業者 

鉄道との接続を考慮したダイヤの設定 

 広域幹線である鉄軌道（名鉄西尾・蒲郡線およびＪＲ東

海道本線）との乗り継ぎを考慮したダイヤの設定および運

行を行う。 

形原地区公共交通協議会 

東部地区公共交通協議会 

西部地区公共交通協議会 

年間乗車数５０００人達成イベントの開催 

年間利用者数が５０００人を達成した際に、記念品贈呈

式を実施し、事業の周知、利用促進をはかる。 

あじさいくるりんバスふれあいイベントの開催 

形原地区内３つの保育園児を対象に事業者の協力を得て

バスの写生大会を行い、認知度の上昇を図る。 

形原地区公共交通協議会 

年間乗車数達成イベントの開催 

 年間利用者数が一定数を達成した際に、記念品贈呈等を

行い、事業の周知、利用促進をはかる。 

東部地区公共交通協議会 

西部地区公共交通協議会 

事業収支改善対応（車両・停留所標識を活用した広告） 

支線バスの車両・停留所標識の広告掲載に向けた取り組

みとして関係者調整・地域主導による広告募集等を実施

し、収支改善に加え新規利用者の増加につなげる。 

蒲郡市地域公共交通会議

形原地区公共交通協議会 

東部地区公共交通協議会 

西部地区公共交通協議会 

地域公共交通ネットワークの「見える化」の推進 

時刻情報等のデータをコンテンツプロバイダ等に提供

し、乗り換え案内サービスに掲載することで、観光客やバ

ス沿線住民以外の利用の拡大を目指す。 

蒲郡市地域公共交通会議 
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４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び 

運送予定者 

＜運行系統の概要＞ 

・添付の地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱「表１ 地域公共交通確保維持

事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び運行予定者」を参照 

 

＜路線図・時刻表＞ 

 ・添付の時刻表・路線図を参照。地域内フィーダー系統の要件（地域間交通ネットワーク

と接続）である、鉄道駅と接続し、鉄道及び民間路線バスとの乗り継ぎが可能。 

 

＜運行事業者の決定方法＞ 

 ・地域協議組織の「地区公共交通協議会」にて原案作成した「事業計画」を「蒲郡市地域

公共交通会議」にて協議・承認。 

 ・実施要領に基づき、プロポーザルコンペを実施。地区公共交通協議会役員（住民）・市

職員等からなる選定委員会にて、事業者を選定。 

 

＜運行予定期間＞ 

 ・毎年利用実績を確認し、今後の運行について協議を行う。 

 ・交通事業者は契約期間終了後、再度プロポーザルコンペで選定。 

 

＜地域間交通との整合性・新規性＞ 

 ・添付の路線図を参照。鉄道駅と接続し、鉄道及び民間路線バスとの乗り継ぎが可能。乗

り継いだ鉄道・民間路線バスにて、市内中心部の蒲郡駅と市役所・市民病院等まで移動

可能となる。 

 

５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の負担者 

 蒲郡市 

６．補助金の交付を受けようとする補助対象事業者の名称 

 形原地区支線バス・東部地区支線バス：豊鉄タクシー株式会社 

 西部地区支線バス：事業者選定作業中 

７．補助を受けようとする手続きに係る利用状況等の継続的な測定手法 

  【【【【活性化法定協議会活性化法定協議会活性化法定協議会活性化法定協議会をををを補助対象事業者補助対象事業者補助対象事業者補助対象事業者とするとするとするとする場合場合場合場合のみのみのみのみ】】】】 

 該当なし 

８．別表１の補助事業の基準二に基づき、協議会が平日１日当たりの運行回数が３回

以上で足りると認めた系統の概要 

【【【【地域間幹線系統地域間幹線系統地域間幹線系統地域間幹線系統のみのみのみのみ】】】】 

※対象外 

９．別表１の補助事業の基準ハに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村に準ず

る生活基盤が整備されている」と認めた市町村の一覧 

【【【【地域間幹線系統地域間幹線系統地域間幹線系統地域間幹線系統のみのみのみのみ】】】】 

※対象外 

 

１０．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期 

及びその他特記事項 

【【【【地域間幹線系統地域間幹線系統地域間幹線系統地域間幹線系統のみのみのみのみ】】】】 

※該当なし 
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１１．外客来訪促進計画との整合性 

【【【【外客来訪促進計画外客来訪促進計画外客来訪促進計画外客来訪促進計画がががが策定策定策定策定されているされているされているされている場合場合場合場合ののののみみみみ】】】】 

※該当なし 

１２．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

【【【【地域内地域内地域内地域内フィーダーフィーダーフィーダーフィーダー系統系統系統系統のみのみのみのみ】】】】 

○交通不便地域人口：1,954人（局長指定） 

・中部運輸局長等が指定する交通不便地域（字別人口集計・平成 31年 4 月 1 日現在） 

 形原地区：344 人  東部地区：186 人   西部地区：1,424 人 （現在調整中） 

○人口集中地区以外人口：24,960人（平成 27年国勢調査） 

（国勢調査人口 81,100人・人口集中地区人口：56,140人） 

１３．車両の取得に係る目的・必要性 

【【【【車両減価償却費等国庫補助車両減価償却費等国庫補助車両減価償却費等国庫補助車両減価償却費等国庫補助金金金金・・・・公有民営方式車両購入費国庫補助金公有民営方式車両購入費国庫補助金公有民営方式車両購入費国庫補助金公有民営方式車両購入費国庫補助金をををを受受受受けよけよけよけよ

うとするうとするうとするうとする場合場合場合場合のみのみのみのみ】】】】 

※対象外 

１４．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

【【【【車両減価償却費等国庫補助金車両減価償却費等国庫補助金車両減価償却費等国庫補助金車両減価償却費等国庫補助金・・・・公有民営方式車両購入費国庫補助金公有民営方式車両購入費国庫補助金公有民営方式車両購入費国庫補助金公有民営方式車両購入費国庫補助金をををを受受受受けよけよけよけよ

うとするうとするうとするうとする場合場合場合場合のみのみのみのみ】】】】 

（１）事業の目標 

※対象外 

 

（２）事業の効果 

※対象外 

 

１５．車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者 

【【【【車両減価償却費等国庫補助金車両減価償却費等国庫補助金車両減価償却費等国庫補助金車両減価償却費等国庫補助金・・・・公有民営方式車両購入費国庫補助金公有民営方式車両購入費国庫補助金公有民営方式車両購入費国庫補助金公有民営方式車両購入費国庫補助金をををを受受受受けよけよけよけよ

うとするうとするうとするうとする場合場合場合場合のみのみのみのみ】】】】 

※対象外 

 

１６．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における

収支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用し

た利用促進策） 

【【【【公有民営方式車両購入費国庫補助金公有民営方式車両購入費国庫補助金公有民営方式車両購入費国庫補助金公有民営方式車両購入費国庫補助金をををを受受受受けようとするけようとするけようとするけようとする場合場合場合場合のみのみのみのみ】】】】 

※対象外 
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１７．協議会の開催状況と主な議論 （その１） 

【蒲郡市地域公共交通会議での協議経過】 

＜平成２５年度（４～３月期）＞ 

○H25.3.26（第１回）開催 

 ・地域公共交通調査事業の確認 

○H25.6.6（第２回）開催 

 ・地域公共交通調査事業内容（案）の協議 

○H25.9.20（第３回）開催 

 ・現況分析、関係者ヒアリング結果の協議 

○H25.11.13（第４回）開催 

 ・市民アンケート、地域公共交通について語る会の結果の協議 

 ・課題整理と対応方針案の協議 

○H25.12.27（第５回）開催 

 ・利用者アンケート調査等の協議 

 ・地域公共交通総合連携計画（素案）の報告 

○H26.2.10（第６回）開催 

 ・地域公共交通総合連携計画（素案）の協議 

○H26.3.28（第７回）開催 

 ・地域公共交通総合連携計画（案）のパブリックコメント結果 

 ・地域公共交通総合連携計画の承認 

 

＜平成２６年度（４～３月期）＞ 

○H26.6.19（第８回）開催 

 ・交通空白地解消のためのモデル地区の選定協議 

○H26.10.20（第９回）開催 

 ・形原地区支線バス試験運行計画（案）についての協議 

○H27.1.15（第１０回）開催 

 ・形原地区支線バス事業計画の承認 

 ・愛称、シンボル、事業者選定、停留所設置費用等の報告 

○H27.3.26（第１１回）開催 

 ・生活交通確保維持改善計画（旧・生活交通ネットワーク計画）案についての協議 

 

＜平成２７年度（４～３月期）＞ 

○H27.6.17（第１２回）開催 

 ・形原地区支線バス実証運行期間短縮についての協議、承認 

 ・平成２７年度生活交通ネットワーク計画及び平成２８年度生活交通確保維持改善計画の

承認 

○H27.10.26（第１３回）開催 

・蒲郡市地域公共交通事業の推進に係る行動『指針』（案）について 

 ・地域公共交通総合連携計画の地域公共交通網形成計画への転換について 

○H28.1.14（第１４回）開催 

 ・蒲郡市地域公共交通網形成計画（案）について 

 ・地域公共交通確保維持改善事業費補助金にかかる自己評価（案）について 

 ・蒲郡市地域公共交通事業の推進に係る行動『指針』（案）について 

○H28.3.24（第１５回）開催 

 ・蒲郡市地域公共交通網形成計画（案）について 
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１７．協議会の開催状況と主な議論 （その２） 

 

＜平成２８年度（４～３月期）＞ 

○H28.6.17（第１６回）開催 

 ・蒲郡市地域公共交通網形成計画（案）のパブリックコメント結果、承認 

 ・平成２９年度生活交通確保維持改善計画の承認 

○H28.12.14（第１７回）開催 

 ・形原地区支線バスルートの変更等について 

 ・地域公共交通確保維持改善事業補助金にかかる自己評価について 

○H29.3.23（第１８回）開催 

 ・形原地区支線バスの利用状況等について 

 

＜平成２９年度（４～３月期）＞ 

○H29.6.21（第１９回）開催 

 ・平成３０年度生活交通確保維持改善計画の承認 

○H29.12.12（第２０回）開催 

 ・形原地区支線バスルート・ダイヤの変更について 

 ・地域公共交通確保維持改善事業補助金にかかる自己評価について 

○H30.3.26（第２１回）開催 

 ・形原地区支線バスの利用状況等について 

 ・蒲郡市地域公共交通事業の推進に係る行動『指針』の一部見直しについて 

 

＜平成３０年度（４～３月期）＞ 

○H30.6.20（第２２回）開催 

 ・平成３１年度生活交通確保維持改善計画の承認 

○H30.12.11（第２３回）開催 

 ・東部地区支線バス事業案について 

 ・地域公共交通確保維持改善事業補助金にかかる自己評価について 

○H31.3.26（第２４回）開催 

 ・形原地区支線バスの利用状況等について 

 ・西部地区支線バス事業案について 

 

＜令和元年度（４～３月期）＞ 

○R1.6.25（第２５回）開催 

 ・東部地区支線バス事業案について 

 ・西部地区支線バス事業案について 

 ・令和２年度生活交通確保維持改善計画の承認 
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１８．利用者等の意見の反映（その１） 

【住民に対する意見聴取対応】 

＜平成２５年度（４～３月期）の主な意見聴取＞ 

○住民アンケート調査の実施 

 ・市民 6,000人に対する調査を実施。回収 2,360人（39.3％） 

 ・実施時期：平成２５年９～１０月 

 ・「蒲郡市の将来的な公共交通のあり方」を確認。 

○利用者アンケート調査の実施 

 ・民間路線バスの利用者に対する調査 942人に調査票を配布。回収 365人（38.7％） 

 ・実施時期：平成２５年１０月２７～２８日 

 ・利用状況やサービス水準に対する考え方等について確認。 

○「公共交通について語る会」の実施 

 ・蒲郡市内７会場にて、要望意見等を確認 

 ・実施時期：平成２５年１０月  参加者数小計８０人 

 ・利用状況、公共交通の改善案などについて確認。 

○蒲郡市地域公共交通会議での協議 

 

＜平成２９年の意見聴取(中間評価)＞ 

○住民アンケート調査の実施 

 ・市民 3,000人に対する調査を実施。回収 1,159人（38.6％） 

 ・実施時期：平成２９年９月 

 ・「蒲郡市の将来的な公共交通のあり方」を確認。 

○利用者アンケート調査の実施 

 ・民間路線バス・形原地区支線バスの利用者に対する調査  

 配布数 回収数 回収率 

全体 428票 145票 33.9％ 

 名鉄バス東部 393票 117票 29.8％ 

 形原地区支線バス 35票 28票 80.0％ 

・実施時期：平成２９年９月２８～３０日 

 ・利用状況やサービス水準に対する考え方等について確認。 

 

 

【パブリックコメント】 

・H26.3 地域公共交通総合連携計画（案）に対するパブリックコメントの実施 

・H28.4 地域公共交通網形成計画（案）に対するパブリックコメントの実施 

※平成 28 年 6 月 17 日に開催された蒲郡市地域公共交通会議にて、住民代表等を含めた委員

で協議し、承認 

 

 
【地区協議会の開催】 

〇形原地区公共交通協議会を設置・適宜開催 

〇東部地区公共交通協議会を設置・適宜開催 

〇西部地区公共交通協会議を設置・適宜開催 
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１９．協議会メンバーの構成員 

関係都道府県 愛知県都市整備局交通対策課 

交通事業者・交通

施設管理者等 

名鉄バス㈱ 

豊鉄タクシー㈱ 

㈱かね一自動車 

名古屋鉄道㈱ 

公益社団法人愛知県バス協会 

愛知県タクシー協会 

愛知県交通運輸産業労働組合協議会 

愛知県東三河建設事務所 

愛知県蒲郡警察署 

地方運輸局 中部運輸局愛知運輸支局 

その他協議会が必

要と認める者 

愛知工科大学機械システム工学科教授 

名城大学理工学部社会基盤デザイン工学科教授 

総代連合会 

身体障害者福祉協会 

老人クラブ連合会 

社会福祉協議会 

小中学校ＰＴＡ連絡協議会 

商工会議所 

観光協会 

形原地区公共交通協議会 

東部地区公共交通協議会 

西部地区公共交通協議会 

 

 

 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 
 

（住 所）愛知県蒲郡市旭町１７番１号       
（所 属）蒲郡市 総務部 交通防犯課       
（氏 名）井本 博子               
（電 話）０５３３－６６－１１５６        
（E-mail）kotsu@city.gamagori.lg.jp 
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（表１ 添付図）運行系統 

 

蒲郡 公共交通網図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料（参考） 
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形原地区支線バス（ルート図） 
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東部地区支線バス（ルート図） 

 

 

西部地区支線バス（ルート図） 

 

 

鉄道（ＪＲ東海道本線）

と接続 

鉄道（ＪＲ東海道本線）

と接続 
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蒲郡市の交通不便地域 

 

形原地区交通不便地域の内訳 

 

 

 

 

 

添付資料（参考） 

人口

1 西ノ谷 0

2 北沢 51

3 寺中 9

4 奥山 0

5 上ノ坊 12

6 一ノ沢 54

7 植地 66

8 開戸 73

9 大廻 21

10 遊名田 2

11 牛転 2

12 角穴 1

13 大迫 0

14 杉那 30

15 烏帽子 23

344
※平成31年4月1日住民基本台帳より（日本人）

小計
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東部地区交通不便地域の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 面積割合・対象人口については調整中 
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西部地区交通不便地域の内訳 

 

 

 

 

 

 

 
  

  

 
 

 

 

 

  

 

 

 

※ 面積割合・対象人口については調整中 

大字 小字 H31.4.1人口

面積割合

対象人口

（四捨五入）

大字 小字 H31.4.1人口

面積割合

対象人口

（四捨五入）

清田町 下新屋

129 10% 12.9 13

清田町 田ノ入

1
20% 0.2 0

清田町 西川原

11 90% 9.9 10

清田町 中新屋

54
10% 5.4 5

清田町 向田

7 100% 7 7

清田町 大口

1
100% 1 1

清田町 柳田

5 100% 5 5

清田町 前田

130
10% 13 13

坂本町 大口

0 80% 0 0

坂本町 向郷

30
60% 18 18

神ノ郷町 欠下

2
100% 2 2

坂本町 下リ郷

43
40% 17.2 17

神ノ郷町 麻畑

39 100% 39 39

神ノ郷町 上名取

8
100% 8 8

神ノ郷町 後田

16 80% 12.8 13

神ノ郷町 高保炉

0
50% 0 0

神ノ郷町 兼京

21 100% 21 21

神ノ郷町 新林

0
50% 0 0

神ノ郷町 上向山

43 100% 43 43

柏原町 石神

24
50% 12 12

神ノ郷町 神保

0 100% 0 0

柏原町 川添

102
50% 51 51

神ノ郷町 清房

2 30% 0.6 1

柏原町 川原

78
70% 54.6 55

神ノ郷町 高松

6 100% 6 6

柏原町 中原

26
70% 18.2 18

神ノ郷町 町田

0 60% 0 0

柏原町 平古

0
60% 0 0

神ノ郷町 中田

12 100% 12 12

柏原町 堀切

0
70% 0 0

神ノ郷町 中向山

70 100% 70 70

竹谷町 大久古

39 20% 7.8 8

神ノ郷町 中山本

59 100% 59 59

神ノ郷町 西門前

73
100% 73 73

大字 小字 H31.4.1人口

神ノ郷町 東門前

57 100% 57 57

神ノ郷町 足後

0
30% 0 0

神ノ郷町 久古

0 100% 0 0

神ノ郷町 御開塔

69
50% 34.5 35

神ノ郷町 舟川原

3 100% 3 3

神ノ郷町 下市場

18
25% 4.5 5

神ノ郷町 桃山

49 100% 49 49

神ノ郷町 城山

2
50% 1 1

神ノ郷町 矢倉場

23 100% 23 23

神ノ郷町 殿市場

29
50% 14.5 15

神ノ郷町 柳田

0 95% 0 0

神ノ郷町 宮間

37
5% 1.85 2

神ノ郷町 山見堂

33 100% 33 33

神ノ郷町 山添

45
5% 2.25 2

神ノ郷町 名取

1 100% 1 1

竹谷町 王子

156
70% 109.2 109

柏原町 稲荷

48 100% 48 48

竹谷町 奥林

98
70% 68.6 69

柏原町 加治替戸

112 100% 112 112

竹谷町 神田

105
20% 21 21

柏原町 小敷塚

32 100% 32 32

竹谷町 道泉

90
50% 45 45

柏原町 小山

0 100% 0 0

柏原町 尺地田

2 80% 1.6 2

柏原町 鉄砲

44 100% 44 44

2,223          1,424         

柏原町 中田

5 80% 4 4

竹谷町 池下

5 100% 5 5

竹谷町 稲荷

10 100% 10 10

竹谷町 井ノ上

16 100% 16 16

竹谷町 鍛冶替戸

23 100% 23 23

竹谷町 小山

42 100% 42 42

竹谷町 中長

38 100% 38 38

小計


